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研究成果の概要（和文）：近年のロシアの発展により、日本とロシアの交流の場は広がり、日本

においてロシア語人材の輩出の必要性はさらに高まっている。日本での英語以外の外国語教育

の大きな部分は大学教育が担っており、大学における専門教育のみならず、非専攻課程として

のロシア語教育の重要性もますます高くなっている。そこで、非専攻ロシア語教育のための習

得基準の研究を行い、また、ロシア語語彙の習得のための新しい教材を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：As the relationship between Japan and Russia has become more 

important, this situation creates more need for people who knows the Russian language 

and more importance of a non-major Russian education in Japanese universities. Thus, we 

made a study on a new standard for non-major education and provided an example based on 

CEFR (preA1 or A0). We also developed a new system of Russian vocabulary learning for 

non-majoring students. 
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１．研究開始当初の背景  ところで、日本においては、英語以外の外

国語教育の大きな部分を大学教育が担って
いるが、ロシア語教育は、日本の大学におい
て、専門教育としてのみならず、いわゆる「第
二外国語」等として非専攻課程教育としても
長年行われてきた。 

(1)「ロシア語をとりまく状況の変化」 
 20 年前のロシアにおける体制転換により、
政治的な側面だけではなく、経済的側面や文
化的側面においても、大きな変化があった。 
 現在のロシアは、様々な分野において、
様々な人々による交流が可能な国となって
いる。ソビエト時代とは異なり、21 世紀の現
在では、ロシアとの交流において欠かせない
ロシア語は、特定の専門家だけが用いる言語
ではなくなった。 

 現在は、ロシア語の専攻課程で学んだよう
な専門家だけがロシア語を使ってロシアと
交流をする時代が終わり、非専攻課程教育に
よりロシア語を学んだ人材がロシアとの交
流のより重要な部分を担う可能性がある時



代となっている。 
(2)「教育現場の変化 ―セメスター制の導
入、不均質な学生」 
 上で述べたように大学における非専攻課
程としてのロシア語教育の重要性が高まり
つつあるが、教育現場としての日本の大学も
変化の中にある。「学年」あるいは「通年」
というような 1年をひとつの学修期間とする
ことから、「セメスター」や「半期」と呼ば
れるような、より短い学修期間をひとつのユ
ニットとするようになってきている。単位認
定が半期で行われることが通常となってい
るのである。通年ではなく、半期において、
学習目標を立て、その達成度を明確にはかれ
るようにしなければならない。 
 また、大学の非専攻課程教育は、学部学科
横断的な共通科目として実施されることも
多く、学生の学修動機や能力は一様でないこ
とも多い。このことは、専攻課程とは決定的
に異なる。いずれかの専攻課程を選択するこ
とが大学への入学意図そのものである。また、
何らかの選抜を経ているため、専門教育に必
要な能力は比較的一定である。それに対し、
非専攻課程教育として何を選ぶかについて
の動機やそれを学習する能力は非常に多様
である。 

このような学生に対して、個々の学習達成
度を示したり、各自の学習のガイドラインを
明確にしたりする必要がある。上では、半期
ごとに学習成果がはかれるようにするべき
だと書いたが、より理想的には、半期ごとで
はなく、もっと短いスパンで学修成果が実感
できるような目標設定が必要である。 
(3)「習得基準への関心の高まり ―ヨーロ
ッパ言語共通参照枠（CEFR）等」 
 外国語教育においての学習達成度や学修
ガイドライン、すなわち「習得基準」は今日
大いに注目されている。いくつかの習得基準
のうち、日本やその他の地域で広く話題とな
っているのは、欧州評議会による「ヨーロッ
パ言語共通参照枠」（CEFR）である。ロシア
も欧州評議会のメンバーであることから、ロ
シアにおける外国人向けロシア語教育は、
「ヨーロッパ言語共通参照枠」に準拠してい
る。しかし、日本のロシア語教育においては、
広く知られているとはまだまだ言えないで
あろう。 
 我々は「ヨーロッパ言語共通参照枠」を、
大学における非専攻課程ロシア語教育の習
得基準を策定する際に、検討すべき対象とし
て大いに注目している。 
 
２．研究の目的 
(1)「日本の非専攻課程教育を念頭においた
既存の習得基準の再検討」 
 長年行われてきた日本の大学での非専攻
課程ロシア語教育においても、教科書は、通

常、最初のページから順に進めて行くことを
想定していた。非明示的ではあっても「習得
基準」が示されており、それがなかったわけ
ではない。変化が激しい今日のロシアである
から、既存のものがロシア語を学ぶのにふさ
わしいかどうかは慎重でなければならない
だろう。現在に適合する「新しい習得基準」
を策定するためには、そのような「既存の習
得基準」を検討しておく必要がある。 
(2)「非専攻課程ロシア語習得基準の策定に
向けての検討」 
 既存の習得基準を含む、内外のロシア語教
育の状況等をふまえ、新しい非専攻課程ロシ
ア語教育のための習得基準の策定を目指し
て検討を進めた。それは、ロシアの変化や、
日本の大学教育の変化に対応したものでな
かればならない。 
(3)「非専攻課程ロシア語教育習得基準の内
容の検討」 
 「新しい習得基準」を検討するだけでなく、
それに基づいた教育内容を検討しなければ、
習得基準は机上の空論に終わってしまう。実
際の教育現場に用いられてこそ、習得基準の
存在意義がある。この教育内容も、現在のロ
シア、現在の日本の大学教育にふさわしいも
のでなければならない。 
 
３．研究の方法 
(1)「既存の教材分析および文献調査・実地
調査に基づくロシア語習得基準の比較検討」 
 既存の教材が暗に定めていた学習順序と
いうような「非明示的な」習得基準も含めて、
これまでの習得基準を再確認した。 
 また、文献調査や、可能であれば実際に教
育機関を訪問して、国内外でのロシア語教育
における習得基準の状況を調査した。 
(2)「教育現場に即した習得基準の策定に向
けての検討」 
 日本の大学における非専攻課程ロシア語
教育と言っても、大学設置基準の大綱化以来、
そのあり方は様々である（カリキュラム、ク
ラスサイズ、使用可能な機材、等々）。そこ
で、まずは我々が勤務する神奈川大学のそれ
において活用しうる習得基準の策定を目指
して検討を行った。 
 なお、新しい習得基準を検討するにあたっ
て、以下の項目に分けて、それらについての
ミニマム・エッセンシャルの検討を行った。 
① 表現 
② 文法 
③ 語彙 
④ レアリア（言語使用に必要な現実や背

景に関する知識） 
(3)「習得基準に基づいた教育内容の策定に
向けての検討」 
 ロシア語教育においての習得基準やミニ
マム・エッセンシャルを検討したわけだが、



それらを実際の教育内容に盛り込むべく検
討を行った。これは、まず我々が教育活動を
行っている神奈川大学に適用するものとし
たわけだが、もちろん、他大学におけるロシ
ア語教育でも用いることが可能になること
を十分に念頭においた。 
(4)「実地での検証と改良」 
 習得基準と教育内容は、常に教育現場で検
証を行い、出来うる限りの改良を重ねていっ
た。 
 
４．研究成果 
(1)「既存の教材分析」 
 現在、神奈川大学の非専攻課程ロシア語教
育で用いている 5種類の教材について、それ
ぞれの内容をヨーロッパ言語共通参照枠に
照らし合わせるなどして分析を行った。 
(2)「習得基準：ヨーロッパ言語共通参照枠
（CEFR）A0 レベルの提示」 
 ヨーロッパ言語共通参照枠は最初歩のレ
ベルは A1 とされ、順に A2、B1、B2、・・・と
上がっていく。しかし、日本の大学の非専攻
課程においては、A1 レベルより下のレベル
（pre A1 あるいは A0）を付け加える必要が
あると考えた。なぜなら、A1 を最初の目標と
すると、まったくの初学者を対象とした授業
が週 2回おかれている神奈川大学においても、
それは１年あるいはそれ以上の期間を見越
した目標となってしまい、半期で単位を認定
するセメスター性においては不適当である
し、さらに言うと、実際にはもっと短い期間
でステップアップが実感できるような目標
設定が必要である。 
 これらのことをふまえて、「A0 レベル」に
ついて検討を重ねた。 
(3)「教育内容（教材）の開発」 
 非専攻課程ロシア語教育における新しい
習得基準に準拠する教育内容（教材）につい
て、検討を重ねてきた。表現、語彙、文法、
レアリアの必要最低限の項目を効果的に学
習できるように配置することが必要である。 
 既存の教材を改良し、実際の教育の場でも
検証を進めた。 

特に語彙に関しては、具体的な学習システ
ム「単語プラウザー」を開発した。 
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